
名張市総人口　78,550人　男性　37,985人（内60歳以上　13,807人　シルバー会員　697人）
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暑中お見舞い申し上げます

名張市シルバー人材センター会報

社 団 法 人 令和元年7月15日発行   第44号公 益

「夏の風物詩」　　構成　甲斐 恒子さん



　日ごとに陽射しも強くなり、木陰の恋しい季節となりましたが、会員の皆様方には暑
さに負けずますますお元気にお過ごしのこととお慶び申し上げます。
　私、去る 6 月 8 日（土）、令和元年度定時総会後の理事会において理事長職に選任され、
就任させていただくこととなりました。従前の 5 年間の事務局長時には、会員の皆様方
から大変温かいご指導・ご厚情を賜ってまいったところですが、感謝の念冷めやらぬう
ちに引き続きの大任を担わせていただくこととなり、いまさらながら身の引き締まる思
いでいっぱいです。
　微力ではございますが、当センターの更なる発展のために頑張って参りますので、倍
旧のご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。
　地域に最も密着した高年齢者の就業拠点組織である当センターに寄せられる期待は以
前にも増して大きなものになっています。このご期待に応えるべく、私たちセンターは

「シルバーここにあり」の意気込みを持ちながら、誠実で責任ある事業展開を実践する
ことで活力ある地域社会の実現に貢献して参りたいと考えています。同時に、当センター

に山積する課題や問題の解決・解消に向けて積極的に取り組むことによって、安定的で健全なセンター基盤
の確立を図るとともに、シルバー理念である「自主・自立 , 共働・共助」を合い言葉に、会員の満足度を高め
るための体制づくりを推進して参ります。
　会員をはじめ役職員の皆様の一層のご協力とご高配を心から重ねてお願い申し上げます。
　終わりに会員皆様方の今後の益々のご活躍・ご健勝をお祈り申し上げ、就任のごあいさつとさせていただ
きます。

理事長

中野　栄蔵

令和元年度  定時総会開催
　令和元年度定時総会が去る６月８日（土）にアスピア１階ホールで午後１時より 689 名（委任状含む）
出席して開かれました。
　理事長あいさつの後、名張市長亀井利克様はじめ来賓の祝辞のあと議長を選出、議事に入りました。
議事は以下の通りです。
議事
第1号議案　平成30年度事業報告について
第2号議案　平成30年度収支決算について
第3号議案～20号議案　役員の選任について
　以上、審議され賛成多数で可決承認されました。
報告事項
令和元年度事業計画及び収支予算について
　以上、報告があり承認されました。

理事
森嶋　和宏（市福祉子ども部長）
古谷　久人（市地域づくり代表者会議代表）
小林　庄蔵（老人会連合会代表）
中子　統雄（商工会議所代表）
奥村　和子（社会福祉協議会代表）
山中　　昻（名張中学校校区）
松下　正巳　　　　〃　　　
佐藤　　篁（赤目中学校校区）
奥家　やす子　　　〃　　　（新任）

福島　俊洋（桔梗が丘中学校校区）
中野　栄蔵　　　　　〃　　　　（新任）
家里　由子（北中学校校区）
百地　豊作　　　〃　　　（新任）
堀出　良夫（南中学校校区）
野村　伸夫　　　〃　　　
竹内　禎高（事務局長）（新任）
監事
杉本　一徳（市産業部長）
山崎　祥生（農業委員会代表）

藤田　嘉矩（前理事長）　　小林　辰二（前理事）
 以上２名の方です。

尚、総会において承認された第 3 号議案～第 20 号議案の役員は以下のとおりです。

また、今回退任された方は以下のとおりです。

センター運営にご尽力いただき
ありがとうございました。

理事長  就　任　挨　拶
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令和元年度　第 1 回理事会開催
令和元年 5 月 16 日（木）

1.	議　　事
　（１）�令和元年度定時総会について
　（２）�平成 30年度第 2回補正予算の専決について
　（３）�令和元年度定時総会提出議案について
　　　1）平成 30年度事業報告について
　　　2）平成 30年度収支決算について
　　　3）役員の選任について
　（４）�会報編集委員会設置に関する要綱の改正につ

いて
2. 報告事項
　（１）�平成 31年 3月～ 4月の入退会者について
　（２）�平成 31年 3月～ 4月の事業実績について
　（３）�職務の執行状況報告（理事長・副理事長・常務

理事）について

　声をかけていただいた仕
事はできるだけ受けさせて
いただくことをモットーに
７年間勤めてきました。急
な用事ができた時は仲間ど
うしで助けあいながら毎日
仕事をしています。
　この度は大役を仰せつか
り責任の重さを感じており
ますが、頑張りますのでよ
ろしくお願いいたします。

　この度、大役を仰せつか
り重責を感じています。何
ができるか、何をすべきか
を考え、頑張りますのでよ
ろしくお願いいたします。

奥家　やす子さん
（赤目中学校校区）

百地　豊作さん
（北中学校校区）

平成 30 年度　第 5 回理事会開催
平成 31 年 1 月 18 日（金）

1.	報告事項
　（１）�平成 30年 11月～ 12月の入退会者について
　（２）�平成 30年 11月～ 12月の事業実績について
　（３）�「とれたて！なばり2018」の実施結果について

平成 30 年度　第 6 回理事会開催
平成 31 年 3 月 15 日（金）

1.	議　　事
　（１）�平成 31年度事業計画（案）について
　（２）�平成 31年度収支予算（案）について
　（３）�平成 30年度第 1回補正予算（案）について
2. 報告事項
　（１）�平成 31年 1月～ 2月の入退会者について
　（２）�平成 31年 1月～ 2月の事業実績について
　（３）�平成 31年度定時総会について
　（４）�理事・監事候補者選考委員会の審議結果について

令和元年度　第 2 回理事会開催
令和元年 6 月 8 日（土）

　議事は理事長・副理事長・常務理事の選定についてで、
理事全員の互選により下記のとおり選定されました。
　任期は令和 3年度定時総会開催日までの 2年間です。
理事長：中野栄蔵
副理事長：堀出良夫
常務理事：竹内禎高

理事会だより

以上審議され、いずれも承認可決されました。

新任会員理事のひとこと
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名張(中学校区)基幹班　247名
(男172・女75)

赤目(中学校区)基幹班　187名
(男130・女57)

桔梗が丘(中学校区)基幹班　167名
(男128・女39)

北(中学校区)基幹班　205名
(男137・女68)

南(中学校区)基幹班　182名
(男130・女52)

368 近鉄大阪線

2
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計 988名（男 697・女 291）

令和元年 5月 31日現在

平成30年度　事業実績について
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　30 年度はバイクの交通事故が２件と、電動自転車事故が１
件発生しました。 近年交通事故の報道が頻繁にされていま
すが特にバイクと自転車の使用が多い会員に対して交通安全
講習会を平日と土曜日に分けて実施しました。
　また他の傷害事故 3 件も全て転倒事故が発生しました。
①福祉・家事援助で転倒  ②除草で法面転倒  ③剪定で脚立転倒。
　作業姿勢や急激な動作など特に注意をお願いします。

　3 年間、傷害、賠償とも無事故でしたが 30 年度は
脚立転倒、木屑飛散の事故が発生しました。
　改めて、転倒事故の重大さについて取り組んでいた
だくよう山中委員長よりお願いがありました。

　飛散事故が 29 年度の 5 件から 30 年度は積極的に
防止対策をした結果、無事故就業を達成しました。
　山中委員長よりお礼の言葉がありました。

傷害・賠償事故件数・年度別推移表

11 件

全体
18件

過去最良の 4 件 傷害 6 件
賠償 1 件

胸椎圧迫骨折 1 件
ガラス割れ  　1件

令和元年 6 月 25 日現在

　当センターには通年開催される委員会として「安全・適正就業委員会」「適正就業調整委員会」「福祉・家
事援助委員会」「独自事業検討委員会」「会報編集委員会」「剪定枝葉等再活用推進委員会」があり、必要の
都度設置される委員会として「理事・監事候補者選定委員会」「中長期計画策定委員会」があります。
　各委員会について、会員にお知らせすべき内容を掲載していきます。

委員会だより

安 全 ・ 適 正 就 業 委 員 会

除草班の実技安全大会で挨拶をする
安全・適正就業委員会　山中委員長

交通安全講習会で挨拶をする藤田理事長

【剪定】 実技安全大会で決意表明する各班の班長
6 月 5 日　　（出席者　　37 名）

【除草】 実技安全大会で決意表明する各班の班長
5 月 24 日　　（出席者　　48 名）

名張警察署
別所係長様の講演

防災センター 4 月10 日
（出席者 30 名）

三重県交通安全推進協議会
保田課長様の講演
武道館　4 月13 日
（出席者 34 名）

傷害事故　14 件　
（うち交通事故5件・転倒落下5件）

ゆうゆう 5第 44 号



応援しよう！ シルバーファーム

―　技能講習＆就業体験　―

―　栽培から販売まで　―

＜ 朝  市 ＞

◦朝市の PR

　シルバーファームでは、令和元年の今年 5月から三
重県シルバー人材センター連合会の支援のもと、就業
体験実習を兼ねて受講生に指導、スタッフを育成して
います。指導内容は野菜づくりの基礎知識や技能の習
得です。3回目の 6月、11名の受講生の皆さんは暑い
日差しの中、熱心に指導を受けていました。

　シルバーファームで栽培された野菜は、新鮮で安価
をモットーにシルバー朝市や「とれたて！なばり」などの
各種イベントで、会員が販売し好評を得ています。ファー
ムには無人販売所もあり地域の人達にも重宝されてい
ます。

　とれたての野菜は、武道交流館いきいき
（第 1・3日曜日）とつつじが丘市民センター
（第 2・4日曜日）で市価より安く販売してい
ます。野菜はシルバーファームで生産された
ものと会員が独自に栽培して出品されたもの
があり、その他には、協賛グループによる

赤飯やお餅、漬物などの加工品や、栽培キノコも販売されています。
　会員を中心とする関係者の方々は、生産・販売・各種作業など折々に頑張っています。
皆さんもぜひ一度覗いて見てはいかがでしょう。

　メインは毎週日曜日に開催している朝市です。シルバーの畑で収穫した野菜、会員が作った野菜は、新鮮・安
価で安心して食べられる商品です。シルバー朝市を始めて9年程になり、客数も安定していますが、今一歩伸び
悩んでいます。独自事業として、創意工夫しながら、売り上げを伸ばしたいと努力しております。会員の皆さんの
ご来店をお待ちしています。第１・３日曜日、９時から武道交流館いきいきで、第２・４日曜日、９時 45 分から
つつじが丘市民センターで開催しています。	 	 	 	 	 　　　　　　 百地	豊作　談

　名張市シルバー人材センターは、休耕田の有効活用と会員の就業機会の創出を目的に、独自事業としてシルバー
ファームを運営し、会員による野菜の栽培と販売を行っています。

ナス栽培の実習風景

武道交流館いきいき

つつじが丘市民センター

スイカ栽培の実習風景
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福祉 ・家事援助委員会だより

●会員研修及び交流会
　令和元年５月 29 日（水）ふれあいホール
　 　会員研修を開催し、事務局長より「会員の心得について」、クレー

ム等の事例を紹介しながら講義を受けました。また各地区班にわか
れ、班長中心に話し合いを行い、意見等を発表していただきました。

●野外交流会
　令和元年６月 21 日（金）
　 　今年は京都へ。早朝７時 25 名でふれあい前を出発。先ずは鈴虫

寺（華厳寺）5000 匹いると言われる鈴虫の鳴き声に迎えられ大広
間へ。そこでお寺の住職様からユーモアを交えた有難いお話を聞
かせていただきました。「無一物」「柳緑花紅」「和顔愛語」そして

「洗心」の言葉から人としてどう生きるかを、みんなウンウンとう
なずき乍ら拝

はい

聴。文字通りの心洗われるひと時を過ごしました。
次に嵐山渡月橋のほとりから、いっぱいの外国人観光客に混って
散策。昼食会場の「嵯峨とうふ 稲 北店」へ。京都ならではの豆
腐料理、湯葉料理をいただきました。そのあと和菓子体験の「甘春堂」。
ここでは干菓子、生菓子、きんちゃくの手作り。

　　最後に自作の生菓子（アジサイ饅頭）でお薄を味わいました。
　 　そこからけっこうな距離でしたが汗をふきふきトロッコ列車で

嵯峨嵐山亀岡を目指しました。下を流れる保津川下りの観光船に
手を振ってすっかり観光客になり旅行気分を満喫しました。

　 　京都ならではの暑さを感じながらそれでも１人ひとり一生懸命
歩いて楽しい一日を過ごしました。

　 　一日の終りに人の事を思い何かをさせていただく事、…私達の
シルバーの仕事に通じるものがあると感じました。今日も一日に
感謝と合掌です。

リンリン 鈴虫寺

研修風景

地区班別交流会

嵐山 渡月橋 

神妙な顔でお薄をいただくあっつあっつの豆腐料理と湯葉料理

美味しかった　　
アジサイ饅頭

・１週間に 20 時間以内を目安　月に 10 日以内（軽度の仕事）
・シフト（人）変更は必ず事務所の了解を得る事
・自分のやり方は勝手に押し通さない事
・自分勝手な用具を持ちこまない事
・仕事先での言葉遣いに注意
・班長を中心に自己紹介した後仕事内容等を話し合った
・草引きの件はできるだけ２人の会員での希望あり
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　福祉・家事援助サービス事業の一環として、元気体操を毎月開催し、介護
予防に取り組んでいます。
　いろいろな介護施設を訪問し、入所者の皆様と歌をうたったり、ゲームをし
たり、そして元気体操を披露したりして、高齢者の方々に出来るだけ自立し
て生活していただきたいと願って、頑張っております。
　現在、元気体操のメンバーは平均年齢 74 才位で人数も男性１名、
女性 20 数名とシルバー人材センターの会員の２％しか居りません。
　自分達がまず健康に過ごせて、元気に仕事出来る事が大事です。
又、会員交流の場として、体操以外の情報交換の場としても活
用し、日々明るく元気に過ごす事が第１と考えて、体操のレパー
トリーも少しづつ増やしたり、オリジナルの体操も取り入れた
りしております。
　まずは、下記練習日に気軽に見学していただき、入会を
して下さる様おすすめ致します。

毎月第４金曜日　午後３時30分～４時45分
総合福祉センター「ふれあい」２階展示ホール

（シルバー人材センター事務所横）

「元気体操メンバー」大募集 !!「元気体操メンバー」大募集 !!

練習日時
場　　所

介護施設はなの里にて

記念式典にて

とれたて！なばり　市役所市民広場にて

伊賀市 SC 芸能大会出場

唯
一
の
男
性
メ
ン
バ
ー

元気いっぱい、楽しく明るい
メンバー（一部）です。

私達と一緒に体操をしましょう !
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寿会（互助会）だより

　令和元年６月８日（土）アスピア１階ホールで開催されました。

　皆様今日は、本日は名張市シルバー人材
センター本体の定時総会に引き続き、寿会
の定期総会にご出席下さいまして誠にあり
がとうございます。厚くお礼を申し上げま
す。日頃は、寿会事業活動には、ご理解ご
協力をいただき、お陰様を持ちまして、平
成 30 年度の事業活動は大過なく推進でき
ました事をご報告させていただきますと共
に、重ねてお礼を申し上げます。
　設立以来 25 年余り、先輩たちが築いて

こられた寿会を継承して参りました。その間色々の問題点もあ
りましたが福利厚生面を中心に、その時点での対応をして今日
まで取り組んでこられたのも、会員皆様方の温かいご支援のた
まものと感謝いたしております。しかし時代の流れと言います
か、平成から令和に変わったこの時期に寿会を取り巻く情勢に
も色々と問題点もございまして、ここに本日の定期総会での審
議議案において、寿会会費徴収に伴う組織的観点からの改正案
といたしまして来年度から即ち、令和２年４月度より、一律年
会費制を導入致したく提案をさせていただきます。
・寿会会員の会費徴収において平等性を図る。
・名張市シルバー人材センターの正会員は寿会の皆会員である。
・寿会の事業活動のより一層の充実を図る。
　以上の観点から、寿会会員全員が共助性を保ちながら、自
分達の互助会・寿会を自分達の手で継続していくべきだと思っ

ております。

　改めて、寿会の使命とは何か、寿会会員は何を望んでおら
れるのか、それらの問題点を遂行するにはどのように対応す
るべきか、今一度全般的に見直す時期ではないかととらえて
おります。私達、寿会幹事として重要な転換期に、携わる事
の重大性を肝に命じ、これからの諸問題に取り組んで参る所
存でございます。本日の総会に出席された会員皆様方のご理
解で、全員の賛同でご承認をいただきますように、よろしく
お願いいたします。

　毎年のように言われております天候異変で今年も暑い夏が予
想されます。屋外で働いて居られる会員の方々、各企業に従事
されている会員の方々、色々の分野で活動されている会員の
方々は、シルバー人材センターの会員として誇りをもって働く
姿に敬意を表しますと同時に各人の健康管理は各人がしっかり
と行って熱中症には十分に気を付けられ日々の生活を大事にさ
れます様に願っております。

　本日の総会が、今後の寿会の進むべき進路の分岐点でもある
と言っても過言ではないと思われます。十分なご審議をいただ
き、寿会の益々の充実を図る為の有意義な総会であります事を
願い、また会員皆様方の健康とご多幸を祈念申し上げまして、
ご挨拶とさせていただきます。

　このたび役員を退任する事になりました 5 名を代表いたしま
して友田が一言挨拶を申し上げます。
　会員皆様の温かいご理解のもと私たち幹事役員として寿会の
いろいろな事業活動に勤めてまいりました。
　私は平成 14 年に入会し 23 年から寿会役員として約８年間勤
めさせていただき、その間おもに旅行企画担当などしておりま
した。

寿会会長

橋場　茂

報告事項：平成 30 年度事業報告・収支決算報告・会計監査報告
審議事項：第１号議案　令和元年度事業計画（案）について
　　　　　第２号議案　令和元年度収支予算（案）について
　　　　　第３号議案　規約改正（案）について
　　　　　第４号議案　令和元年度役員選出について
　　　　　以上議案はすべて承認されました。

　会長あいさつの後、議長選出、資格審査報告に続いて各議案説明がありました。

　退任しますが今後は一会員として皆様と一緒に活動して参り
ますのでよろしくお願いします。
　最後に寿会の益々のご発展と会員皆様のご健康を祈り退任の
挨拶とさせていただきます、ありがとうございました。

友田 淳

令和元年度  寿会定期総会開催

会長のあいさつ

令和元年度・寿会選任役員

今総会での退任役員

会　長　橋場　茂
副会長　石井　政
副会長　井上吉治（新任）
会　計　西田博行

幹　事　甲斐恒子
幹　事　山中　昻
幹　事　秋山幸良（新任）
幹　事　木下正人（新任）

幹　事　松本邦弘（新任）
幹　事　吉川　勇（新任）
幹　事　上田三四子（新任）
幹　事　松岡壽夫

監　査　三觜博久
監　査　小林辰二（新任）

寿会の事業活動にご尽力いただきまして、誠にありがとうございました。
友田　淳　　　竹内義正　　　井谷憲司　　　小林孝子　　　清水　晃

退任の挨拶

ゆうゆう 9第 44 号



長寿祝いの会

健康診断

寿学校

寿会規約改正について
　寿会を取り巻く環境は年を追うごとに厳しいものとなっています。このため抜本的な事業運営の見直
しが必要であることから当総会に於いて改革に向けた重要な改正案を提案させていただきました。
　総会出席会員の皆さんによる活発な意見交換で十分なご審議を頂き、ご承認いただきました。厚くお
礼を申し上げます。

規約改正：負担の公平性を図るため会費について従来の配分金１％から
　　　　　令和２年度より一律会費2,000円とする。

　年会費制移行による今後の取組みといたしましては、早急に検討委員会を立ち上げ、幹事役員の
構成・予算の確立・事業運営の選択及び改善策等を討議し、会員皆様にご支援いただける事業活動
内容を整理して参ります。
　これらの結果については適宜会員の皆様にお知らせ申し上げます。

　本年は 52 名の会員が入学されました。４月２日（火）、名張市防災センターで入学式並びに授業
を行いました。名張の歴史「黒田庄」を熱心に学び合いました。５月は、市内の名所・旧跡「美旗
古墳群」「滝野城址」「錦生歴史資料館」など出席者の皆さんは興味深く聞き入っていました。次回
からは、行政府・議会傍聴や防災対策、健康問題など予定しています。回を重ねるごとに充実した
内容に好評を博しています。

　本年度の式典は、11 月 22 日（金）午前 10 時より市総合社会福祉セン
ター「ふれあい」において「長寿祝いの会」を開催します。喜寿を迎え
られる対象者の方は 21 名おられます。心よりお祝い申し上げます。当日
は、二胡演奏など楽しい企画を予定しています。お繰り合わせの上ご出
席ください。
　対象者の皆様には案内状をお送りします。

　生涯現役でより豊かな人生を過ごすためにも疫病予防は欠かせません。
本年も、寿会より市の「特定健診」「特定健診プラス」「後期高齢者健診」

「集団がん検診」など受診された会員に費用を助成しますので積極的に受
診してください。健康は何よりの宝です。健診は毎年必ず受診しましょう。
早期発見、早期治療が決め手です。会員皆様の健康長寿を願っています。

制　定：全会員による一律会費制に移行する
会費額：年会費2,000円
納　入：名張市シルバー人材センター更新時に寿会【年会費】を同時に
　　　　収めていただきます。
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寿会平成 30 年度１泊旅行記

　３月 10 日（日）朝８時 30 分 JR の時刻のごとく数秒の遅れもなく旭公園から参加者 74 名が２台の観光バスに分乗し、
１泊２日の北陸山代温泉に向けて出発。１日目は福井物産館にて昼食と買い物・越前竹人形の里見学・安宅関、安宅住吉
神社の巫女による案内と参拝。２日目はゆのくにの森散策・お菓子の城でお買い物・月うさぎの里で昼食と買い物などの
行程であった。
　１日目の竹人形の里では素晴らしい竹人形の数々に
魅了された。顔、胴体、衣服はもちろん、人形の髪の
毛も、真竹を割りながら最終的には 0.2 ㎜の太さまで
裂け割るその技術を目の前で体感した。この 0.2 ㎜の
髪の毛は 1 体の人形の頭に 4000 から 7000 本の竹の髪
の毛が植えられている。まさに、竹の精が吹き込まれ
たと言う感じがした。生命を吹き込まれた越前竹人形
は「遊里」「香具夜」「しだれ桜」など流れ出る髪の毛
が見事なものであった。
　安宅の関では安宅住吉神社の巫女さんによ
る説明。参拝を済ませて宿泊先の山代温泉湯
の館・白山菖蒲亭に到着した。
　旅館では温泉にゆったりと浸った後、６時
からお楽しみの宴会が始まった。乾杯の後、
友田幹事から「完食 30・10 運動（サンマル・
イチマル）」とは、宴会での食べ残しを減ら
す運動の紹介があった。乾杯後の 30 分間、
お開き前の 10 分間は自分の席で料理を食べて完食しましょうの合言葉ののち、宴会が始まった。30 分間の食事後はカラ
オケ大会が始まり美声有志による熱演があり、その後宴席場を回りながら恒例の炭坑節の振り付けに合わせて、炭坑節、
きよしのズンドコ節などを踊り、またその最中には、隠し芸、女中飛び入りでエロチックな踊りもあり大喝采。お開き前
の 10 分前は皆で完食に向けて食事を終えて予定時間の８時 30 分にお開きとなった。
　２日目は 13 万坪の自然に囲まれた壮大なテーマパーク『ゆのくにの森』で山野草庭園を散策しながら伝統文化・美術館・
博物館・展示コーナーでは世界の色陶磁器・相田みつを展・九谷焼の芸術品・オルゴールの館など、また、散策の途中に
はお食事処や和紙作り体験・そば打ち体験のできるところもあった。小雨のなかではあったが日頃味わえない感動もあっ
たのではないだろうか。ゆのくにの森を後にして「月うさぎの里」で昼食を済ませて名張に向かって朝日公園 18 時に無事
に帰着散会となった。

旅行後記： 今年は出発時間から各箇所の集合時間は数分の狂いもなく出発、また宴会時間も予定時間内に、帰途時間も予
定通りに挙行され、幹事の皆さん誠にご苦労様でした。

追　　伸： 2 号車のバスガイドの青木さんは口を休める時もなく、行きも、帰りも話題たっぷり、ユーモアたっぷりの案
内に誠に感銘。来年も幹事さんに指名していただきたいのですが、ご本人は還暦になるとか？

雨宮 松雄 記

１号車 ２号車

越前竹人形

安宅の関
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事務局だより

　会員の皆さま、安全標語について、多数のご応募をいただきありがとうございました。来年度からの安全標語
は上記の最優秀賞を始め、各賞応募作品に決定いたしました。
　なお、最優秀作品は令和２年度より３年間、安全に係る合言葉として使われ、さらに最優秀・優秀作品の 2 点
は三重県シルバー人材センター連合会の標語募集に応募させていただきました。

最優秀賞「これぐらい 心のゆるみが 事故のもと」
糟谷 武則　赤目中学校校区

優秀賞「恐いのは　危険見ぬふり　知らぬふり」
　毎熊 伊佐男　南中学校校区

理事長賞「これぐらい　軽い気持ちは　重い事故」
　山口 敏明　桔梗が丘中学校校区

副理事長賞「安全は　一人ひとりの　意識から」
橋本 明美　赤目中学校校区

安全委員長賞「この程度　思う心に　落とし穴」
　徳永 康彦　名張中学校校区

 （敬称略）

安全標語  最優秀賞は「これぐらい 心のゆるみが 事故のもと」に決定！

事務局職員の紹介

新規会員勧誘のお願い

就業機会創出員
田端　清

（平成 31 年 4 月より）

業務補助員（除草、剪定等）
松田 和宣

（平成 31 年 4 月より就業機
会創出員より担当変更）

会員の皆様
よろしくお願い
いたします

　センターでは昨今の労働力不足もあり就労依頼が増え、現在の登録会員だけでは対応できないケースが多
くなってきています。
　会員の皆さん、信頼できる誠実な友人・知人、或いは家族の方でも結構ですので、健康で働く意欲のある
方へ入会勧誘をお願いします。
　皆さんからのご紹介により、会員の拡大とセンターの充実を図っていくためにも、会員の皆さんのご協力
をお願いいたします。
　センターでは毎月第 3 火曜日に入会説明会を開催しています。
　今年度の入会説明会の予定は下記のとおりです。
実施日 ８月 20日（火）、９月 17日（火）、10月 15日（火）、11月 19日（火）、12月 17日（火）、

２月 18日（火）、３月 17日（火）
午前 10時から約１時間 30分時　間
名張市総合福祉センターふれあい１階（101号室）場　所

　バトンタッチが上手ければメダルは獲れる。平成から令和へ元号のバトンタッチは上手くゆきました。天皇
が退位され上皇に、皇太子が即位され天皇に、三種の神器と共に受け継がれました。
　私達も納得のゆく世代交代ができるよう、日々精進したいものです。

  あとがき

委員長
佐藤　篁

副委員長
水本龍蔵

委員
家里由子
足立尚義

荻田君代
甲斐恒子

オブザーバー
堀出良夫

（副理事長）

事務局
北川奈美代

会報編集委員会

　ゆうゆう44号に掲載された記事についてご意見等お寄せ下さい。

最優秀賞表彰　糟谷 武則さん

公益社団法人
名張市シルバー人材センター

〒518-0718 名張市丸之内79番地　TEL0595-63-6800　FAX0595-64-5668
ホームページ http://www.nabari-silver.or.jp/   Eメール info@nabari-silver.or.jp
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